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アクションプラン
宇奈月温泉活性化実行委員会を組織する
　観光地の開発・活性化には、そのための方策を検討し、実行
してゆく組織とそれを牽引してゆくリーダーが必要である。こ
の組織は、宇奈月温泉が一丸となって問題解決に当たることを
明らかにするために、原則として関連業者全員の参加が求めら
れる。また、活動の成否を左右する組織のリーダーは、問題意
識や実行力を持つ、できれば若手のメンバーがあたることが望
まれる他、観光開発の専門家を外部から新たに要請する方法も
考えられる。
　なお、この実行委員会と既存の組織との業務重複などについ
ては、事前に調整を行い、一貫性があり無駄のない対応が可能
となるようにする。
環境部の最初の仕事
・地鉄とトロッコ両駅間を結ぶ道路をきれいにする。
・途中に車両、山をバックに写真を撮れるエリアを設ける。
・マイカー利用者、歩行者がわかりやすい、宇奈月らしいサイ
　ン（看板）を設置し、各観光資源（やまびこ遊歩道を筆頭
に）、施設への誘導を図る。
企画部の最初の仕事
・路上駐車の一掃（歩行者天国）時間帯を設ける。
・体験型・参加型プログラムを開発・育成する。
広告部の最初の仕事
・温泉地として宇奈月のコアコンピタンスである「透明度日本
　一の温泉」を売る。
・「宇奈月温泉十景」を選定し、広告する。
研修部の最初の仕事
・おもてなし研修を実施する。
飲食部の最初の仕事
・宇奈月ならではの食事を選定し、提供できる環境をつくる。
